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は
じ
め
に

　

承
久
の
乱
、
す
な
わ
ち
鎌
倉
幕
府
打
倒
の
た
め
の
挙
兵
が
、
ど
う
し
て
後
鳥
羽
上
皇
に
可
能
で
あ
り
、
後
白
河
法
皇
に
は
そ
う
で
な

か
っ
た
か
を
中
心
に
考
え
た
い
。

　

当
時
、
日
常
的
警
察
業
務
は
通
常
検
非
違
使
が
担
当
し
、
か
な
り
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。
然
し
合
戦
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
軍

事
活
動
に
な
る
と
、
私
的
集
団
で
あ
る
武
士
の
起
用
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
さ
ほ
ど
頻
繁
で
は
な
く
、
多
く
は
大
寺
院
を
対

象
と
す
る
も
の
で
、
と
く
に
延
暦
寺
に
向
け
ら
れ
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
。

宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
講
演
録
要
旨

承
久
の
乱
を
考
え
る

上
横
手
雅
敬
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一
、
後
白
河
院
政
期

①
平
氏
の
時
代

　

武
力
の
大
半
を
平
氏
が
掌
握
し
、
最
終
的
軍
事
指
揮
権
は
族
長
で
あ
る
平
清
盛
の
手
中
に
あ
り
、
後
白
河
法
皇
が
関
与
す
る
余
地
は

な
い
。

　

嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
に
は
尾
張
の
目
代
と
日
吉
神
人
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
に
は
加
賀
目
代
と
白
山
と
の
紛
争
が
発
端
と

な
り
、
延
暦
寺
衆
徒
の
強
訴
に
展
開
し
た
。
二
つ
の
事
件
で
法
皇
は
平
氏
の
武
将
に
出
兵
を
求
め
た
が
、
彼
ら
は
清
盛
の
承
諾
な
し
に

は
動
け
な
か
っ
た
。
延
暦
寺
に
対
す
る
態
度
も
、
挑
戦
的
な
法
皇
と
、
融
和
的
な
清
盛
と
で
は
違
っ
て
お
り
、
結
局
、
法
皇
の
軍
事
行

動
は
困
難
で
あ
っ
た
。

②
法
住
寺
殿
合
戦

　

い
ち
早
く
上
洛
し
た
源
義
仲
が
苦
し
ん
だ
の
は
、
鎌
倉
の
頼
朝
が
後
白
河
法
皇
に
働
き
か
け
、
義
仲
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で

あ
る
。
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
十
一
月
、
頼
朝
は
代
官
と
し
て
義
経
を
送
っ
て
義
仲
を
牽
制
し
、
法
皇
は
義
仲
に
京
都
か
ら
の
退
去

を
命
じ
た
。
法
皇
は
義
仲
を
退
け
頼
朝
と
結
ぶ
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
義
仲
は
自
身
が
退
去
し
た
都
に
、
法
皇
が
頼
朝
代
官
を
導
入
す

る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。

　

こ
う
い
う
状
況
で
、
自
前
で
兵
力
を
集
め
、
合
戦
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
法
皇
が
仕
掛
け
た
唯
一
の
合
戦
が
法
住
寺
（
殿
）
合
戦

で
あ
る
。
長
村
祥
知
「
法
住
寺
合
戦
」（
鈴
木
彰
ほ
か
『
木
曽
義
仲
の
す
べ
て
』）
に
よ
れ
ば
、
法
皇
方
に
は
受
領
・
衛
府
の
官
を
帯
び
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る
武
士
が
多
数
加
わ
っ
て
い
る
。
然
し
彼
ら
は
法
皇
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
参
加
し
た
だ
け
で
あ
り
、
戦
う
た
め
に
組
織
さ
れ
て
お
ら
ず
、

戦
意
は
乏
し
く
、
源
光
長
父
子
ら
以
外
は
逃
亡
し
た
と
い
う
（『
吉
記
』
一
九
日
条
）。

　

こ
の
合
戦
で
の
重
要
な
出
来
事
は
、
天
台
座
主
明
雲
、
園
城
寺
長
吏
円
恵
が
義
仲
勢
に
討
た
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
合
戦
が
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
法
住
寺
殿
に
、
彼
ら
が
武
士
を
相
具
し
て
（『
吉
記
』
一
八
日
条
）
姿
を
見
せ
て
い
る
こ
と
自
体
が
不
思
議
で
あ
る
。

と
く
に
明
雲
は
、
か
つ
て
法
皇
に
よ
っ
て
伊
豆
に
流
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
平
氏
の
護
持
僧
で
、
批
判
さ
れ
な
が
ら
も
都

に
留
ま
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
で
も
法
住
寺
殿
に
籠
城
し
た
の
は
理
解
し
に
く
か
っ
た
。

　

こ
の
点
を
明
快
に
説
明
し
た
の
が
、
横
内
裕
人
「
密
教
修
法
か
ら
見
た
治
承
・
寿
永
内
乱
と
後
白
河
院
の
王
権
」（『
日
本
中
世
の
仏

教
と
東
ア
ジ
ア
』）
で
あ
る
。
横
内
は
十
一
月
十
九
日
の
合
戦
に
先
立
っ
て
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、蓮
華
王
院
で
仁
和
寺
御
室
の
守
覚
、

東
寺
長
者
定
遍
、
醍
醐
寺
座
主
勝
賢
、
天
台
座
主
明
雲
、
園
城
寺
長
吏
円
恵
ら
の
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
義
仲
調
伏
の
百
壇
大

威
徳
供
が
営
ま
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。『
玉
葉
』『
愚
管
抄
』
か
ら
読
み
切
れ
な
か
っ
た
合
戦
の
重
要
性
が
、
合
戦
に
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
修
法
の
ス
ケ
ー
ル
を
通
じ
て
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

修
法
の
中
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
守
覚
は
脱
走
し
た
。
上
層
の
公
家
も
武
士
も
逃
亡
し
た
中
で
、
二
人
の
高
僧
が
殺
害
さ
れ

た
の
は
、
義
仲
側
も
修
法
の
重
要
性
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

後
白
河
法
皇
が
義
仲
に
不
信
を
抱
く
問
題
が
あ
っ
た
。
平
氏
が
安
徳
天
皇
を
奉
じ
て
都
落
ち
し
た
後
、
寿
永
二
年
八
月
、
京
都
で
は

新
主
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
、
高
倉
天
皇
の
三
宮
（
惟
明
）、
四
宮
（
尊
成
）
が
候
補
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
義
仲
が
さ
ら
に
以
仁

王
の
王
子
（
北
陸
宮
）
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
後
白
河
が
清
盛
に
幽
閉
さ
れ
た
と
き
、
高
倉
は
清
盛
を
恐
れ
て
何
も
し
な
か
っ
た
が
、

以
仁
は
身
を
捨
て
て
法
皇
へ
の
孝
を
つ
く
し
た
と
、
義
仲
は
主
張
す
る
。

　

義
仲
の
主
張
を
無
下
に
も
退
け
ら
れ
ず
、
占
に
な
っ
た
。
占
は
四
宮
・
三
宮
・
加
賀
宮
（
北
陸
宮
）
の
順
に
行
わ
れ
、
四
宮
吉
、
三
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宮
半
吉
、
加
賀
宮
不
快
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
義
仲
は
不
満
で
、
占
は
矯
餝
だ
と
し
た
が
、
結
局
は
不
承
不
承
な
が
ら
承
諾
し
、
四

宮
（
後
鳥
羽
天
皇
）
の
践
祚
と
な
っ
た
。

　

宮
は
当
時
加
賀
に
い
て
、
義
仲
の
保
護
下
に
あ
っ
た
が
『
百
練
抄
』
に
よ
れ
ば
、
後
白
河
法
皇
に
迎
え
ら
れ
て
九
月
十
八
日
に
上
洛

し
た
。
た
だ
こ
の
記
録
で
問
題
に
な
る
の
は
「
六
歳
」
と
い
う
年
齢
で
あ
る
。
河
内
祥
輔
は
「
十
八
歳
」
の
誤
写
と
し
て
お
り
、
従
う

べ
き
で
あ
ろ
う
（『
頼
朝
の
時
代
』
二
四
二
頁
）。

　

後
白
河
法
皇
が
招
い
た
北
陸
宮
は
院
御
所
に
い
た
が
、
合
戦
の
直
前
に
脱
出
し
た
。
義
仲
が
宮
を
法
皇
か
ら
奪
回
し
、
皇
位
へ
の
望

み
を
つ
な
い
だ
と
す
る
河
内
の
説
明
は
不
可
解
で
あ
る
（
一
〇
八
頁
）。
合
戦
が
義
仲
の
勝
利
に
終
わ
リ
、
宮
が
義
仲
の
手
中
に
落
ち

た
場
合
、
再
び
皇
位
問
題
が
蒸
し
返
さ
れ
、
後
鳥
羽
が
廃
さ
れ
、
北
陸
宮
が
擁
立
さ
れ
る
危
惧
が
あ
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、
法
皇

が
事
前
に
宮
を
脱
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
二
年
後
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
十
一
月
に
「
三
条
宮
の
息
（
中
略
）
一
昨
日
入
洛
、
頼

朝
の
沙
汰
と
云
々
」（『
玉
葉
』
一
四
日
条
）
と
あ
る
。
院
御
所
を
脱
出
し
た
北
陸
宮
は
頼
朝
（
直
接
に
は
義
経
）
の
保
護
下
に
入
っ
た

の
で
あ
る
。
義
仲
に
対
し
て
法
皇
が
強
気
に
挙
兵
し
た
の
も
、
頼
朝
と
の
連
携
が
背
後
に
あ
っ
た
故
と
見
ら
れ
る
。

③
源
頼
朝
と
一
条
能
保

　

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
二
月
、一
の
谷
の
合
戦
後
、頼
朝
は
使
者
を
京
都
の
義
経
・
範
頼
に
送
り
、「
洛
陽
警
固
以
下
」
を
命
じ
（『
吾

妻
鏡
』
一
八
日
条
）、
都
の
警
固
を
担
当
す
る
意
思
を
表
明
し
た
。
頼
朝
は
治
安
問
題
に
積
極
的
で
、
直
接
指
令
す
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
命
を
受
け
て
、
源
義
経
、
北
条
時
政
、
一
条
能
保
ら
が
京
都
の
警
備
を
担
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
く
に
能
保
は
文
治
二
年
二
月
、

帰
東
の
時
政
の
後
任
と
な
り
、
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
十
月
に
没
す
る
ま
で
京
都
守
護
の
任
に
あ
っ
た
。
そ
の
在
任
中
の
事
件
の
一

例
と
し
て
、
建
久
二
年
四
月
の
延
暦
寺
の
強
訴
を
取
り
上
げ
る
。
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近
江
国
佐
々
木
荘
に
於
い
て
、
下
司
佐
々
木
定
綱
の
子
定
重
が
日
吉
社
の
宮
仕
を
傷
つ
け
、
延
暦
寺
衆
徒
は
内
裏
に
押
し
寄
せ
、
定

綱
ら
の
死
罪
を
要
求
し
た
。
こ
こ
で
は
内
裏
の
警
備
に
限
定
し
て
考
え
る
。

　
「
衆
徒
の
下
山
（
中
略
）
事
已
に
倉
卒
」
と
あ
り
、
強
訴
に
不
意
を
つ
か
れ
、
警
備
体
制
の
不
備
を
暴
露
し
た
。

　

摂
政
兼
実
は
検
非
違
使
別
当
能
保
に
検
非
違
使
・
武
士
等
を
招
集
さ
せ
た
が
、
検
非
違
使
は
志
・
府
生
が
二
、
三
人
に
過
ぎ
な
い
。

　

武
士
の
方
は
三
人
の
御
家
人
（
北
条
時
定
・
佐
々
木
高
綱
・
小
野
成
綱
）
併
せ
て
五
、
六
十
騎
、
そ
れ
に
安
田
義
定
の
郎
従
十
騎
程

が
加
わ
っ
た
。
高
綱
は
定
綱
の
弟
だ
か
ら
衆
徒
と
の
接
触
を
避
け
さ
せ
、
時
定
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
幸
い
衆
徒
は
神
輿
を
棄
て
て
去

り
、
武
力
衝
突
は
な
か
っ
た
が
、
九
条
兼
実
は
「
武
士
の
尫
弱
」
を
嘆
い
て
い
る
（
以
上
、『
玉
葉
』
二
六
日
条
）。
後
白
河
院
政
は
緊

急
時
に
は
あ
り
あ
わ
せ
の
武
力
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
後
鳥
羽
院
政
期

　

建
久
九
年
、
後
鳥
羽
上
皇
は
院
政
を
始
め
、
建
仁
二
年
〈
一
二
〇
二
〉
頃
か
ら
、
実
権
を
掌
握
し
た
。
鎌
倉
で
は
正
治
元
年
（
一
一

九
九
）
源
頼
朝
が
没
し
、
建
仁
三
年
、
北
条
時
政
が
実
朝
を
擁
立
し
て
、
執
権
と
し
て
政
権
を
握
っ
た
が
、
こ
の
間
、
幕
府
は
よ
り
不

安
定
で
あ
り
、
上
皇
は
公
武
交
渉
で
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
を
と
っ
た
。
一
条
能
保
や
頼
朝
が
没
し
、
在
京
の
武
士
に
対
す
る
幕
府
の
指

揮
統
制
は
弱
ま
り
、
そ
の
間
隙
を
縫
っ
て
、
上
皇
は
彼
ら
を
個
別
的
に
組
織
し
た
。

①
学
生
と
堂
衆

　

後
鳥
羽
院
政
期
に
な
る
と
、
従
来
の
よ
う
な
強
訴
へ
の
対
応
で
な
く
、
学
生
と
堂
衆
と
の
対
立
に
介
入
し
、
解
決
を
試
み
る
よ
う
に
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な
っ
た
。

　

平
氏
の
時
代
、
治
承
二
、
三
年
に
も
学
生
・
堂
衆
の
激
し
い
争
い
が
あ
っ
た
。
学
生
は
朝
廷
に
官
兵
の
派
遣
を
求
め
、
治
承
三
年
七

月
、「
①
官
軍
を
差
遣
し
、
堂
衆
の
拠
点
で
あ
る
近
江
三
箇
荘
等
を
追
却
す
る
、
②
横
川
・
無
動
寺
に
籠
る
者
に
つ
い
て
も
、
官
兵
に

命
じ
て
坂
本
往
反
路
を
守
護
し
責
め
落
す
」
と
い
う
宣
旨
が
出
さ
れ
た
（『
玉
葉
』
二
八
日
条
）。

　

十
月
、
平
教
盛
が
五
百
余
騎
を
派
遣
、
三
箇
荘
を
焼
き
払
っ
た
。
堂
衆
は
退
散
し
、
横
川
に
城
郭
を
構
え
た
。
然
し
そ
の
後
も
官
兵

は
坂
下
を
抑
え
る
だ
け
で
、
山
上
を
攻
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

建
仁
三
年
の
学
生
・
堂
衆
の
紛
争
に
際
し
、
後
鳥
羽
は
敏
速
、
果
断
な
処
置
を
と
り
、
将
来
へ
の
解
決
策
を
も
用
意
し
た
。

　

十
月
、
堂
衆
が
城
郭
を
構
え
て
八
王
子
山
に
籠
っ
た
。
学
生
を
助
け
て
武
士
が
登
山
し
、
八
王
子
山
城
を
攻
め
、
激
し
い
戦
い
が
行

わ
れ
た
。
合
戦
は
官
軍
に
不
利
で
、
三
百
人
が
討
た
れ
た
と
い
う
。

　

然
し
意
義
は
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
は
強
訴
の
防
御
な
ど
で
な
く
、「
合
戦
」
で
あ
り
、
多
く
の
御
家
人
が
後
鳥
羽
上
皇
の
命
で
集
め

ら
れ
た
。
武
士
が
登
山
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
上
皇
の
官
兵
は
、
平
氏
が
な
し
え
な
か
っ
た
聖
域
へ
の
侵
入
を
果
た
し
た
の
で
あ

る
。

　

合
戦
に
は
勝
っ
て
も
、
堂
衆
は
そ
の
政
局
を
維
持
で
き
ず
、
城
郭
を
退
い
た
。
か
れ
ら
を
追
捕
し
、
所
当
の
罪
科
を
行
い
、
所
領
は

没
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
皇
は
堂
衆
の
制
圧
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
か
ら
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
に
か
け
て
、
堂
衆
は
反
撃
の
動
き
を
封
じ
ら
れ
、
次
第
に
追
い
詰
め
ら
れ

た
。

　

建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
八
月
、
上
皇
は
堂
衆
の
勅
勘
を
許
し
、
所
領
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
学
生
は
激
怒
し
、
神
輿
を
奉
じ

て
上
洛
し
よ
う
と
し
た
。
上
皇
は
堂
衆
赦
免
を
取
り
消
し
、
学
生
に
総
持
院
の
造
営
を
約
束
し
た
。
し
か
し
九
月
に
は
、
堂
衆
四
百
人



承久の乱を考える

39

を
許
し
て
北
山
妙
見
堂
に
住
ん
で
、
公
家
の
お
祈
り
を
勤
行
さ
せ
、
解
決
を
図
っ
た
。

②
平
賀
朝
雅

　

建
仁
三
年
九
月
、
北
条
時
政
は
源
頼
家
を
廃
し
て
、
千
幡
を
推
戴
し
、
自
ら
執
権
と
し
て
幕
府
の
実
権
を
握
っ
た
。
後
鳥
羽
上
皇
は

鎌
倉
の
新
政
権
に
好
意
的
で
、
千
幡
を
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
実
朝
の
名
を
与
え
た
。

　

翌
元
久
元
年
十
二
月
、
実
朝
は
坊
門
信
清
の
娘
を
妻
と
し
た
。
信
清
の
姉
七
条
院
は
後
鳥
羽
上
皇
の
生
母
で
あ
り
、
坊
門
家
は
上
皇

の
近
臣
の
筆
頭
に
位
置
し
て
い
た
。
北
条
時
政
の
娘
に
「
坊
門
中
将
忠
清
室
」
が
見
ら
れ
る
（『
諸
家
系
図
纂
』
一
二
上
）。
忠
清
は
信

清
の
息
で
あ
る
。
坊
門
家
と
北
条
氏
と
の
密
接
な
関
係
が
、
新
生
の
執
権
政
治
に
対
す
る
上
皇
の
態
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

政
権
を
握
っ
た
時
政
は
建
仁
三
年
十
月
、
女
婿
の
平
賀
朝
雅
を
京
都
守
護
と
し
て
派
遣
し
た
。
十
一
月
三
十
日
、
上
皇
が
東
大
寺
供

養
に
出
席
し
た
時
、
朝
雅
が
数
万
の
兵
を
率
い
て
守
護
役
を
勤
め
た
と
『
東
大
寺
縁
起
』
に
見
え
る
。
然
し
こ
の
史
料
の
信
憑
性
に
は

疑
問
が
あ
る
上
に
、
こ
の
供
養
に
武
士
が
警
固
し
た
こ
と
を
示
す
痕
跡
は
全
く
な
く
、
朝
雅
が
警
固
に
当
た
っ
た
と
い
う
説
は
信
じ
ら

れ
な
い
。

　

明
け
て
元
久
元
年
正
月
二
十
一
日
、
朝
雅
は
上
皇
の
水
無
瀬
殿
に
姿
を
現
す
。
上
洛
後
の
朝
雅
に
関
す
る
最
初
の
確
実
な
情
報
で
あ

る
。

　

朝
雅
は
釣
殿
に
招
か
れ
た
。
上
北
面
の
待
遇
で
、
そ
れ
で
も
優
遇
だ
が
、
坊
門
信
清
は
殿
上
人
の
座
に
座
る
よ
う
案
内
し
た
。
定
家

自
筆
本
の
『
明
月
記
』
で
は
、
こ
の
日
の
記
事
に
「
武
蔵
守
朝
雅
初
参
」
の
頭
書
が
あ
る
。
朝
雅
は
上
皇
に
初
参
し
た
の
で
あ
る
。
初

参
に
当
っ
て
は
二
字
（
名
簿
）
が
進
め
ら
れ
、
主
従
関
係
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
の
日
、
上
皇
と
朝
雅
と
の
間
に

そ
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
し
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
世
話
を
し
た
の
が
坊
門
信
清
で
あ
り
、
朝
雅
と
の
親
密
な
関
係
を
前
提
と
し
て
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い
る
。
朝
雅
は
公
武
友
好
路
線
に
乗
っ
て
、
優
遇
さ
れ
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

③
伊
勢
平
氏
の
叛
乱

　

元
久
元
年
三
月
、
伊
賀
・
伊
勢
で
平
氏
一
族
の
叛
乱
が
あ
っ
た
。
こ
の
叛
乱
に
関
す
る
史
料
は
、『
明
月
記
』『
仲
資
王
記
』『
三
長
記
』

ら
三
種
の
公
家
の
日
記
と
『
吾
妻
鏡
』
と
に
大
別
さ
れ
る
。
前
三
者
の
記
事
に
は
共
通
点
が
多
く
、
三
月
十
八
日
、
伊
勢
で
叛
乱
が
お

こ
り
、
二
十
一
日
、
院
御
所
で
評
定
が
あ
り
、
二
十
二
日
、
追
討
使
平
賀
朝
雅
が
伊
勢
に
下
向
す
る
が
、
到
着
以
前
に
在
地
の
武
士
に

よ
っ
て
乱
は
平
定
さ
れ
て
お
り
、
朝
雅
は
四
月
二
日
、
都
に
凱
旋
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
は
全
く
違
っ
て
い
る
。
三
月
九
日
、
朝
雅
の
飛
脚
が
鎌
倉
に
到
着
し
謀
叛
の
勃
発
を
告
げ
る
。
従
っ
て
乱
の
勃

発
は
、
二
月
末
、
三
月
初
頭
と
な
る
。
伊
勢
だ
け
で
な
く
伊
賀
で
も
叛
乱
が
あ
っ
た
と
し
、
伊
勢
で
は
朝
明
郡
、
阿
濃
郡
、
多
気
郡
に

転
戦
し
て
い
る
。
現
地
で
の
合
戦
の
終
了
を
記
し
た
記
事
は
な
く
、
凱
旋
の
記
事
も
な
い
が
、
四
月
二
十
九
日
が
現
地
に
関
す
る
最
後

の
日
付
で
あ
る
。
記
事
に
は
若
干
の
混
乱
が
あ
る
。

　

前
者
が
伊
勢
の
み
、
後
者
が
伊
賀
・
伊
勢
、
前
者
が
三
月
十
八
日
か
ら
四
月
二
日
、
後
者
が
三
月
初
め
か
ら
四
月
二
十
九
日
と
い
う
。

場
所
と
時
間
を
み
て
も
両
者
に
は
著
し
い
違
い
が
あ
り
、
同
じ
内
乱
を
記
し
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
前
者
で
朝
雅
は
後
白
河

の
命
で
行
動
し
て
い
る
が
、
後
者
で
は
幕
府
の
命
で
行
動
し
て
い
る
。

　
『
伊
賀
市
史
』
第
一
巻
（
川
合
康
執
筆
）、『
伊
勢
市
史
』
第
二
巻
（
多
田
実
道
執
筆
）
は
い
ず
れ
も
『
吾
妻
鏡
』
記
事
の
脚
色
を
指

摘
す
る
。
し
か
し
「
脚
色
」
と
い
う
観
点
を
主
張
す
る
に
し
て
は
、
公
家
の
記
録
類
の
記
述
と
『
吾
妻
鏡
』
の
そ
れ
と
の
間
に
全
く
共

通
点
が
な
い
。

　
『
吾
妻
鏡
』
四
月
二
十
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
朝
雅
は
三
月
二
十
七
日
、
美
濃
か
ら
伊
勢
に
入
り
、
四
月
十
日
か
ら
合
戦
し
た
と
い
う
。



承久の乱を考える

41

こ
れ
は
明
ら
か
に
四
月
二
日
に
京
都
に
凱
旋
し
た
と
い
う
『
仲
資
王
記
』
等
の
記
述
と
矛
盾
す
る
。
然
し
三
月
二
十
七
日
に
伊
勢
入
り

し
た
と
す
れ
ば
、
四
月
十
日
の
合
戦
ま
で
の
長
い
空
白
が
説
明
し
に
く
い
。
実
際
は
四
月
三
日
以
後
に
伊
勢
に
入
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
『
吾
妻
鏡
』
に
は
他
に
も
混
乱
が
あ
る
が
、
こ
の
点
を
除
け
ば
大
き
な
難
点
は
な
く
、
伊
賀
・
伊
勢
で
の
動
き
を
綿
密
に
記
述
し
て

い
る
。

　

次
に
公
家
記
録
の
方
は
、
記
事
に
整
合
性
が
と
れ
て
い
て
正
確
で
あ
る
よ
う
な
の
に
、
事
実
に
徴
し
て
考
え
る
と
、
疑
問
は
少
な
く

な
い
。

　

①
三
月
二
十
一
日
、「
伊
賀
国
吏
務
す
べ
き
の
由
、
朝
雅
に
仰
す
」（『
明
月
記
』）
と
あ
る
。
朝
雅
は
父
義
信
の
後
を
受
け
武
蔵
守
で

あ
っ
た
。
二
国
の
国
守
を
兼
務
で
き
な
い
か
ら
吏
務
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
質
は
国
守
兼
務
で
あ
り
、
異
例
の
優
遇
で
あ
る
。
②
二

十
二
日
、
朝
雅
は
伊
勢
に
下
向
し
た
。
そ
の
夜
、
朝
雅
の
も
と
に
伊
勢
の
逆
徒
が
追
討
さ
れ
た
由
の
飛
脚
が
到
来
し
た
（『
仲
資
王
記
』）。

そ
れ
で
も
朝
雅
は
伊
勢
に
赴
い
た
。
ど
こ
に
行
っ
て
、
何
を
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
③
四
月
二
日
、
朝
雅
は
帰
洛
し
た
。「
洛
都
見

物
の
車
、
雲
の
如
き
か
」（『
仲
資
王
記
』）
と
あ
る
。
④
朝
政
が
出
発
す
る
二
十
二
日
か
ら
七
日
間
、
仁
和
寺
大
聖
院
で
は
道
法
法
親

王
が
転
法
輪
法
を
行
い
、
院
御
所
（
京
極
殿
）
で
は
慈
円
が
一
字
金
輪
法
を
修
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
伊
勢
平
氏
謀
反
調
伏
」
の
為

で
あ
る
（『
御
室
相
承
記
』
六
、『
門
葉
記
』
一
）。

　

修
法
か
ら
雲
の
如
き
見
物
ま
で
、
こ
の
規
模
の
派
兵
に
対
し
て
余
り
に
過
度
で
あ
る
。
し
か
も
朝
雅
が
戦
っ
た
証
拠
さ
え
な
い
。

　

伊
勢
平
氏
の
謀
反
は
当
時
は
幕
府
が
処
理
す
る
問
題
で
あ
り
、
平
賀
朝
雅
は
幕
府
の
命
を
受
け
て
鎮
圧
に
当
っ
た
。
本
来
は
武
家
の

職
務
で
あ
る
謀
反
人
の
鎮
圧
に
治
天
の
君
で
あ
る
後
鳥
羽
上
皇
は
初
め
て
手
を
出
し
た
。
こ
の
場
合
も
担
当
者
は
平
賀
朝
雅
で
あ
っ
た
。

上
皇
は
最
初
に
理
念
的
な
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
の
謀
叛
人
平
定
を
演
出
し
、
し
か
る
後
に
幕
府
側
に
よ
る
実
質
的
な
謀
叛
人
平
定
が
行
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わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

上
皇
は
坊
門
信
清
の
娘
と
源
実
朝
と
の
結
婚
を
通
じ
て
円
満
な
公
武
関
係
を
構
築
し
、
実
朝
を
支
配
下
に
入
れ
る
と
と
も
に
、
幕
府

が
派
遣
し
た
京
都
守
護
平
賀
朝
雅
を
院
近
臣
に
組
織
し
、
実
朝
を
め
ぐ
る
関
係
を
補
強
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

上
皇
の
意
向
に
対
応
し
て
、
幕
府
側
で
融
和
政
策
を
推
進
し
た
の
は
、
北
条
時
政
・
牧
の
方
の
夫
妻
で
あ
っ
た
。
然
し
こ
れ
に
対
す

る
反
対
の
動
き
は
北
条
政
子
・
義
時
の
側
に
見
ら
れ
た
。

　

朝
雅
は
実
朝
を
補
強
す
る
ど
こ
ろ
か
、
将
軍
の
地
位
を
狙
っ
て
討
た
れ
、
幕
政
の
中
軸
も
、
時
政
か
ら
政
子
・
義
時
に
移
動
し
た
。

後
鳥
羽
上
皇
と
幕
府
と
の
関
係
に
は
、
早
く
も
暗
影
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

　

承
久
の
乱
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
な
お
多
く
の
問
題
が
あ
る
が
、
今
は
こ
れ
以
上
述
べ
る
余
裕
が
な
い
。

　
　
　

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　
　
　
　
　

後
白
河
院
政　

後
鳥
羽
院
政　

平
賀
朝
雅




